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令和４年４月６日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立住吉高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 16日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路選
択に適合する教
育 課 程 を 編 成
し、組織的な授
業改善に取り組
む。 
 
 
 
 
 
② 情 報 活 用 能
力、論理的思考
力や他者と協働
した問題解決能
力を身につけさ
せる授業を実践
する。 

①令和４年度か
らの新しい教育
課程が実施でき
るよう準備する
とともに、組織
的な授業改善に
取り組む。 
 
 
 
 
②すべての教科
において、プロ
グラミング教育
を推進する。 

①新しい教育課程
の実施に向け、選
択科目設定のため
の準備を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
②すべての教科に
おいて ICT 機器の
利活用を推進する
とともに、論理的
思考力を育成す
る。 

①新しい教育課
程の実施に向け
た選択科目設定
の準備ができた
か。 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器を積極
的に利活用でき
たか。 
②論理的思考力
や他者との協働
による問題解決
能力を育成でき
たか。 

①令和４年度の教
育課程実施に向
け、選択科目の設
置や年間授業時数
の確保、時間割作
成の準備をすすめ
ることができた。
また、評価方法の
変更に伴う検討も
行った。 
 
②入学早々より機
器の登録や ID の配
付をし、 
GoogleClassroom
や Meetを活用し、
分散登校時のオン
ライン授業に対応
することができ
た。 
②総合的な探究の
時間で各学級が足
並みを揃え、各教
科との連携もあ
り、生徒がプログ
ラミング的思考力
を養う活動ができ
た。 

①新年度の時間割
作成や評価方法の
変更に伴う成績処
理シ ス テム の準
備、教室利用計画
等、新教育課程実
施に向け、課題を
整理しながら作業
をすすめていく。 
 
 
②入学の早い段階
から生徒が使用で
きる環境を整える
ため、クラス編成
完了とともに作業
を開始する。 
 
 
 
②担当者の負担を
分散できるよう、
グループや学年で
協力して取り組む
必要がある。 

①新しい学習指導要領の
実施に向けて様々な工夫
をしているようである
が、教員の働き方改革に
ついても検討してほし
い。 
 
 
 
 
 
②オンライン授業の実施
やスマートフォンを活用
した調べ学習など、ICT 機
器を活用して生徒の学び
を広げている様子が見ら
れる。 
 
 
 
②プログラミング的思考
力は社会へ出てから必要
となる力なので、きちん
と身に付けさせてほし
い。 

①令和４年度の授業を実施する
準備はできたので、令和５年度
以降の検討を進めていく必要が
ある。また、さらに探究的な学
習を発展させて、生徒の進路希
望を実現できるよう授業改善を
図っていきたい。 
 
 
 
 
②生徒及び教員ともに授業で ICT
機器を活用することに抵抗感が
なくなってきている。しかしな
がら教員間のスキルの差が大き
いので、ボトルアップを図って
いく必要がある。 
 
 
 
②ペアやグループで学習するな
ど生徒が主体となって活動する
場面が増えてきたが、論理的思
考力や他者との協働による問題
解決能力の育成は、まだ十分に
できていない。 

①令和４年度の新入生から一人
一台端末が導入されるので、授
業における効果的な活用方法を
検討し、探究的な学習活動を増
やしていく。 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末が導入されるの
で、探究的な学びにつなげられ
るよう授業改善を図っていく。 
 
 
 
 
 
 
②校内外の様々な取組を紹介し
て、それぞれの授業に適した方
法を模索していく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひと
りの個に応じた
支援体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の自己肯
定感及び自己有
用感を育成し、
コミュニケーシ
ョン能力を身に
つけられる指導
を実践する。 

①生徒一人ひと
りの状況を把握
し、必要な支援
を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が様々な
人と関わること
で、社会性を身
につけ、自己肯
定感や自己有用
感が向上するよ
う支援する。 

①面談等を通して
把握した生徒情報
を、担任、学年
団、教育相談コー
ディネーター、養
護教諭、スクール
カウンセラーと共
有し、外部機関と
連携しながら対応
する。 
 
 
 
 
 
 
②部活動、生徒会
活動におけるボラ
ンティア活動に加
え、一般生徒のボ
ランティア活動へ
の意識向上を図
り、ボランティア
活動参加の機会、
参加生徒数を増や
す。 

①生徒情報を学
年会やグループ
会 議 等 で 共 有
し、必要に応じ
て外部機関と連
携したか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域との連携
活動やボランテ
ィア活動への参
加生徒数が増加
したか。 

①コロナ禍におい
て生徒の生活環境
が大きく変化して
いる状況である。
職員間で支援が必
要な生徒の情報を
共有することによ
り、個々のケース
に応じた支援計画
に基づいて支援す
ることができた。
SC や SSW、養護教
諭、教育相談コー
ディネーターの連
携が効果的であ
る。 
②コロナ禍のため
地域との連携は難
しい状況であっ
た。令和４年度も
状況はあまり変わ
らないと予想され
るので、状況に応
じて工夫し取り組
む必要がある。 

①職員一人ひとり
が、生徒の小さな
変化を見逃さない
ように注意深く観
察することで、支
援の必要な生徒に
気づいて支援へつ
なげていく。支援
の必要な生徒を把
握できた場合は適
切に対応すること
ができているが、
他にも支援の必要
な生徒がいると考
えられる。 
 
②近隣の商店街な
どは好意的に対応
してくれるので、
生徒が主体的に活
動する姿勢を育成
していきたい。今
後の新型コロナウ
ィルスの感染状況
と社会情勢により
対応したい。 

①コロナ禍で生活環境が
大きく変化したが、学校
は臨機応変に対応できて
いた。支援を必要として
いる生徒の対象が変化し
ていると思われるし、そ
れが見えにくくなってき
ているようでもある。そ
のような状況でも SC や
SSW と連携・協働すること
で課題を解決しようとい
う姿勢が感じられた。 
 
 
 
 
②コロナ禍でコミュニケ
ーションが希薄となって
しまった時期があり、今
後が心配である。地域の
商店街や中学校でも積極
的に連携していきたいと
考えているので、工夫が
求められる。 

①課題を抱える生徒が増加して
いるが、職員間で情報を共有し
たり SC や SSW と連携すること
で、概ね適切に対応することが
できた。しかし、表面化しない
案件もあると思われるので、さ
らに注意深く気を配る必要があ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②新たに連携できた施設も現れ
たが、地域との連携活動やボラ
ンティアへの参加生徒数は、コ
ロナ禍で増やすことは困難であ
った。安心して地域に出ていけ
る仕組みを考えていく必要があ
る。 

①HR、授業、部活動などあらゆ
る場面で生徒の様子に気を配
り、少しの変化でも情報を共有
して早期発見につなげていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②感染状況を見極めつつ、でき
ることを少しでも増やしていく
工夫する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 
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具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

より質の高い進
路目標を生徒が
自ら設定し、自
主的に準備に取
り組めるよう進
路指導の充実を
図る。 

生徒が主体的に
自らの進路選択
をし、それを実
現できるような
指導・支援を充
実させる。 

○生徒が主体的に
進路選択できるよ
う、新たな入試制
度を有効に活用
し、適切な情報提
供と個別指導・ガ
イダンス等を行
う。 
 
 

○「魅力と特色
ある県立高校づ
くりについての
アンケート」に
おいて、キャリ
ア教育の成果に
係る質問に対す
る回答の満足度
が 80％を超えて
いるか。 
 

○「進路通信」を
通して、新たな入
試制度や専門学校
の選択、インター
ンシップなどにつ
いて情報発信を行
った。特に３年生
については、面談
を丁寧に行い、進
路指導の柱とし
た。 

○文化祭の時期と
共通テストの申し
込み、推薦願の申
し込みの時期が重
なるため、事故を
招きやすい。 
入試の多様化にお
ける情報の把握が
難しい。 
 

〇「進路説明会」などを
通じて、生徒たちに将来
の興味を引き出してもら
えているようである。生
徒たちには、一つ上の目
標を持たせてほしいと思
う。進路に限らず、オン
ラインで面談ができる環
境を今後も残しておくこ
とが望ましい。 

〇一般入試で国公立大学や難関
私立大学を目指す生徒が少しず
つ増加してきた。生徒がより高
い目標をもって達成できるよう
に支援する体制づくりが必要で
ある。 

〇入学後に早い時期から学習習
慣を身に付けさせ、部活動と両
立できるよう指導していく。 

４ 地域等との協働 

地域との協働を
推進し、地域に
信頼される学校
づくりを進め
る。 

本校への理解を
深めてもらうた
めに、本校の教
育活動を積極的
に広報するとと
もに、地域に開
かれた学校とし
て地域との信頼
関係を築く。 

○学校説明会や学
校見学が安全で、
満足感のあるもの
にするため、内容
（特に新しい教育
課程について）や
環境整備等を充実
させる。 
 
 
○学校運営協議会
や PTA 活動を通し
て、保護者・地域
の意向を把握し教
育活動に反映させ
る。 

○学校や地域の
課題を共有し適
切な解決策を見
いだすことがで
きたか。 
 
 
 
 
 
○学校や地域の
課題を共有し適
切な解決策を見
いだすことがで
きたか。 
 
 

◯学校見学、学校
説明会は予約制と
し、人数をしぼら
ざるを得なかった
ため、学校ＨＰに
説明会用資料、音
声による説明をア
ップするなどの対
策を行った。 
 
◯コロナ禍のため
PTA 活動も縮小を
余儀なくされてい
るが、こういう状
況下での活動が一
定の定着をし、学
校の活性化につな
がっている。 

◯次年度以降も、
安全性と満足度を
両立 さ せる ため
に、工夫を重ねる
必要がある。 
 
 
 
 
 
○コロナ渦におい
て保護者・地域の
課題共有がなかな
かできていない状
況であるが、今後
も引き続き取り組
んでいく。 

〇中学生向けの情報発信
を、ICT 機器を活用するな
ど工夫して行い、中学校
としてはとてもありがた
いと感じている。 
 
 
 
 
 
〇今年度も「お掃除大作
戦」などのイベントがで
きなかったが、復活でき
ることを期待している。
地域としても行事の PR な
どで協力できるので、
様々な分野で協力してい
きたい。 

〇ICT 機器を活用して学校見学等
の予約や動画等の配信を通じ
て、コロナ禍でも安心安全に学
校の状況を伝えることができ
た。地域の方々は情報を早めに
手に入れたいが、後手に回って
しまったことがあった。 
 
 
 
〇コロナ禍の中でも少しずつで
はあるが、地域との交流の機会
を増やすことができた。さらに
工夫をして地域との交流を増や
していきたい。 

〇早めに計画を公表して参加希
望者が予定を立てやすいように
していく。 
 
 
 
 
 
 
 
〇地域の商店街や中学校などと
協力して、連携の機会を増やし
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

すべての職員が
教育環境の変化
に 迅 速 に 対 応
し、前向きに課
題に取り組む学
校文化を形成す
る。 

高校教育を取り
巻く様々な課題
に協働して対処
していく体制を
つくる。 

〇協働して課題を
解決するために必
要な情報を得た
り、研修等を実施
したりする。 

〇課題解決のた
めに有効な情報
提供と研修がで
きたか。 

○授業改善のため
の研修（プログラ
ミング教育）月１
回の割合で４回実
施し、各教科での
活用ができつつあ
る状況である。教
育的な課題や防
災、事故防止に係
る研修を定期的に
行い、事故防止等
についての意識を
高めた。 

○引き続き効果的
な研修を模索し、
継続することによ
り、高い意識を持
ちながら生徒と向
き合 っ てい きた
い。 

〇コロナ禍への対応、大
学入試制度の改定、令和
４年度からの新課程への
対応などたくさんの課題
に取り組んでいて大いに
評価できる。授業改善に
ついては中高で連携しな
がら切磋琢磨できること
もあると思うので、今後
もお願いしたい。 

〇プログラミング教育について
は計画的に職員への研修を実施
し、意識改革を図ることができ
た。生徒の行動にもその効果が
少しずつ現れるようになってき
た。今後も引き続き意識の向上
に努めていきたい。 

〇まだまだ様々な課題があるの
で、目的を明確にして計画的に
調査や研修を行っていく。 

 


